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主
要
事
業
の
例

♦

持
続
的
な
貫
上
げ
を
行
う
た
め
の
生
産

性
向
上
に
資
す
る
設
備
投
資
や
人
材
育

成
を
行
う
中
小
企
業
者
等
を
支
援

♦

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
ブ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
強

化
に
向
け
、
支
援
戟
略
を
策
定
す
る
と

と
も
に
P
R

強
化
等
を
実
施

●
県
立
高
校
再
編
に
伴
う
施
設
整
備
や
児

重
生
徒
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
の

特
別
支
援
学
校
の
施
設
整
偏
を
実
施

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
の
抜
本
的
惰
化

●
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
里
地
で
の
人
身

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
捕
獲
対
策
・

監
視
体
制
を
強
化

災
害
へ
の
対
応

●
被
災
し
た
道
路
、
河
川
、
砂
防
施
設
、

森
林
、
農
業
用
施
設
等
の
応
急
対
策
、

復
旧
工
事
等
を
実
施

●
市
町
村
が
行
う
渇
水
や
降
ひ
ょ
う
に
よ

る
農
作
物
被
害
対
策
に
対
し
助
成

安
全
•
安
心
な
県
土
づ
く
り
の
推
進

◆
頻
発
・
激
甚
化
す
る
災
害
＾
の
備
え
や

安
全
•
安
心
な
交
通
の
確
保
に
向
け
、

砂
防
施
設
等
の
防
災
・
減
災
対
策
や
街

路
整
備
を
推
進

●
損
傷
が
進
ん
で
い
る
道
路
イ
ン
フ
ラ
を
集

中
的
に
修
繕
す
る
た
め
の
予
算
を
増
額

◆
埼
玉
県
八
潮
市
の
遍
路
陥
没
事
故
を
受

け
、
大
規
模
下
水
道
管
路
の
特
別
重
点

調
董
を
実
施
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●
政
策
医
療
に
お
け
る
必
妻
な
病
床
数
を

適
切
に
確
保
す
る
た
め
の
新
た
な
取
組

と
し
て
、
身
体
の
病
気
を
併
せ
持
つ
精

神
疾
患
の
方
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
病
院
の
受
入
体
制
整
備

を
支
援

県
よ
り
、
今
般
改
定
し
た
「
長
野
県
物
価
高
騰
・
ー
ツ
ケ
ー

ジ
5
」
に
基
づ
き
、
賃
上
げ
環
墳
の
整
備
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
強
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
医
療
提
供
体
制
や
教
育
環
墳
の
整
備
を
実
施
す
る
ほ

か
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
の
抜
本
的
強
化
や
大
雨
・
渇
水
等
の
災
害
へ
の
対
応

な
ど
、
県
民
生
活
の
安
全
•
安
心
の
確
保
等
に
必
妻
な
補
正
予
算
案
7
4億

6
3
2
2

万
円
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
民
党
県
議
団
か
ら
は
1
0名の
議
員
が
一
般
賃
問
に
立
ち
、
全
国
知

事
会
長
に
就
任
し
た
阿
部
知
事
の
取
組
方
針
、
食
肉
蒲
殷
閉
鎖
へ
の
対
応
、
地

域
の
活
性
化
、
公
共
交
通
、
医
療
福
祉
、
教
青
問
題
、
適
切
な
行
政
遍
営
な
ど
、

幅
広
く
県
政
課
題
に
つ
い
て
知
事
等
と
活
発
な
鵬
綸
を
展
開
し
ま
し
た
。島— = — ・ー・

ゞ，．て•
；マ：均·/;f..-
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一
各
種
団
体
と
の
県
政
等

' 自
民
党
県
議
団
で
は
自
民
党
長
野
県
支

部
連
合
会
と
合
同
で
、
9

月

1
7日
1
1
9

日
の
3

日
間
、
各
種
産
業
職
域
支
部
な

ど

2
9団体
と
懇
駿
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

医
寮
•
福
祉
・
商
工
・
遍
輸
等
様
々
な

分
野
の
皆
様
か
ら
来
年
度
の
国
・
県
の

予
算
や
施
策
に
対
す
る
妻
望
を
お
聴
き

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
鵬
団
と
し
て
国
や

県
に
対
し
妻
望
活
動
を
宴
施
す
る
と
と

も
に
、
県
議
会
で
の
議
論
に
活
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

三; : 5iヽ．．t．

• • E 1 、:.. 

匹亨- -— べへ．:.、ク
、、V

l̀ 

I i.. ~ 
ナJ タ，、一

＃ウット／．｀

茫 h1 : 
9 l 

/ ^,, 
プヤ「一［←

.い■—-9■-

一
政
調
会
視
察

政
調
会
で
は
、
7

月

2
2

日
、
松
本
市
・
安
曇
野
市
・

塩
尻
市
に
お
い
て
、
議
会

で
の
論
点
に
関
係
が
あ
る

3

企
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

県
下
最
大
の
と
畜
実
績

が
あ
り
な
が
ら
、
閉
鎖
が

予
定
さ
れ
る
僻
長
野
県
食

肉
公
社
様
の
現
状
を
、
高

品
質
の
県
産
米
を
最
新
の

技
術
で
精
米
し
て
出
荷
ま

で
を
一
貫
し
て
行
う
薗
マ
イ
パ
ー
ル
長
野
様
で
は
、
現
下

の
米
不
足
に
対
す
る
対
応
等
を
、
県
と
の
共
創
・
協
働
に

よ
り
信
州
F
•
P
O
W
E
Rプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
綿

半
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
怜
様
で
は
、
木
質
パ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
県
政
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
現
場
主

●
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
．

株伝野収食肉公社 ’ 
- -曹

呑 口

●
私
学
助
成
の
一
層
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

●
地
域
に
お
け
る
食
肉
流
通
体
制
の
維
持

を
求
め
る
意
見
書

●
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
の
た

め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

●
上
下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
の
更
な
る

帷
進
を
求
め
る
意
見
書

●
療
青
手
帳
制
度
の
遍
用
の
統
一
化
を
求

め
る
意
見
書

●
持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
の
確
保
に

向
け
た
支
援
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

冨
円
闊

●
高
等
学
校
授
業
料
無
償
化
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

●
危
険
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
の
更

な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
書

●
違
法
な
生
活
保
護
費
減
額
に
よ
る
被
害

の
速
や
か
な
回
復
を
求
め
る
意
見
書

●
米
の
安
定
供
給
に
向
け
た
取
組
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書
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